
港湾工事における港湾工事における
施工パッケージ型積算方式について施工パッケージ型積算方式について

平成２８年３月

国土交通省

国土技術政策総合研究所

00
管理調整部 積算支援業務課



◆ 目 次 （内容構成） ◆

１．港湾工事における施工パッケージ型積算方式
（１） 港湾工事におけるこれまでの取り組み
（ ） 施 パ ケ ジ型積算方式 適 時期と範囲（２） 施工パッケージ型積算方式の適用時期と範囲
（３） 用語の定義・解説
（４） 根固ブロック製作工における積算体系の相違
（５） 条件区分の見直し（有孔部）
（６） 透明性の確保（標準単価と補正式の公表）
（７） 透明性の確保（標準単価の内訳）（ ） 透明性の確保（標準単価の内訳）
（８） 標準単価から積算単価への補正
（９） 積算単価の算出方法（計算例）
（１０） 施工パッケージ単価の設定方法（１０） 施工パッケ ジ単価の設定方法
【参考】港湾工事における施工パッケージ型積算方式適用工種

２ その他２．その他
（１）資料の入手先（平成２８年３月現在）

11



１．港湾工事における施工パッケージ型積算方式
（１）港湾工事におけるこれまでの取り組み

◆積算の効率化を目的として、平成７年から「市場単価」、平成１７年からブロック製作工において「ユニット

プライス型積算方式」を試行（平成２５年度に廃止）

◆変更協議の円滑化を目的として、平成２１年から「総価契約単価合意方式」を一部の工事に試行

◆より積算を効率化するため、平成２６年から「施工パッケージ型積算方式」を一部の工事で試行
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１．港湾工事における施工パッケージ型積算方式
（２） 施工パッケージ型積算方式の適用時期と範囲

◆平成２６年４月１日以降に入札する工事より試行する

【適用開始】

◆平成２６年４月１日以降に入札する工事より試行する。

【適用範囲】

◆平成２６年４月１日より、港湾工事における根固ブロック工（根固ブロック製作）につ
いて適用。

◆施工パ ケ ジ単価の10タイプと合致する形状（有孔部に幅持ち）の根固ブロ ク◆施工パッケージ単価の10タイプと合致する形状（有孔部に幅持ち）の根固ブロック
製作については、この単価を用いて試行することとし、積上積算方式での積算は
行わない。（平成２８年４月1日以降入札する工事より）

施 パ ジ単 プ 致 根 ブ 製◆ただし、施工パッケージ単価のタイプと合致しない形状の根固ブロック製作につい
ては、従来どおりの積み上げ積算を適用。

◆土工および構造物撤去工の一部については、土木工事における施工パッケージ
を適用。
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１．港湾工事における施工パッケージ型積算方式
（３） 用語の定義・解説

名称 定義・解説

標準単価 ※ ・東京地区における基準年月の標準的な施工パッケージ単価
成 年度 基準年 は 成 年・平成２８年度の基準年月は平成２７年４月

積算単価 ・工事地区、発注時期に応じて標準単価を補正して算出する単価
・補正により算出可能であるため非公表

補正式 ※ ・積算単価算出の際に使用する補正式
・（標準単価、機労材構成比、機労材単価を用いて算出）

代表機労材規格 ※ 標準単価を設定した際に想定した代表的な機械 労務 材料規格代表機労材規格 ※ ・標準単価を設定した際に想定した代表的な機械・労務・材料規格
・機械３機種、労務４職種、材料４規格、市場単価４規格

機労材構成比 ※ ・標準単価毎に設定された代表機労材規格毎の金額構成比率

工事費内訳書 ・第１回入札に際し、第１回入札書に記載される入札金額に対応した工事
費の内訳書であり、入札参加者から提出される

応札者単価 ・工事費内訳書に記載された単価応札者単価 工事費内訳書に記載された単価

請負代金内訳書 ・数量総括表に掲げる工種、種別及び細別に対応する金額を表示したも
ので、契約締結後１４日以内に受注者から提出される
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１．港湾工事における施工パッケージ型積算方式
（４） 根固ブロック製作工における積算体系の相違

『施工パッケージ型積算方式』とは、直接工事費について、施工単位ごとに機械経費、労
務費、材料費等を含んだ施工パッケージ単価を設定し、積算する方式。

積上型積算（現行）

直接工事費
工種毎に機労
材単価を積み

施工パッケージ型積算方式

直接工事費 （根固ﾌﾞﾛｯｸ製作）
目的物について、
積算条件毎に設
定された「標準単
価を選ぶ(根固ﾌﾞﾛｯｸ製作）

工種Ａ
（ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ）

工種Ｂ
（足場）

工種Ｃ
（鉄筋）

工種D
（吊筋）

材単価を積み
上げる。

工種E
（型枠）

工種F
（ｺﾝｸﾘｰﾄ）

【施工パッケージ】
（ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ＋型枠＋ｺﾝｸﾘｰﾄ）

【積上】
（足場＋鉄筋＋吊筋）

価を選ぶ」

施工パッケージ化
されていない、足
場、鉄筋、吊筋に

共通仮設費（率分）

例：準備費(準備・測量費)

共通仮設費（率分）

例 準備費(準備 測量費)

（足場＋鉄筋＋吊筋）
ついては、従来ど
おり積み上げる

共通仮設費（積上げ分）

例：準備費(準備・測量費)
技術管理費(品質管理費等)

例：安全費(交通誘導員等)

間接費の計上方法
は積上積算と
同様

共通仮設費（積上げ分）

例：準備費(準備・測量費)
技術管理費(品質管理費等)

例：安全費(交通誘導員等)

現場管理費

技術管理費(特別な品質
管理)

現場管理費

費( 誘導員 )
技術管理費(特別な品質
管理)

一般管理費等 一般管理費等
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１．港湾工事における施工パッケージ型積算方式
（５） 条件区分の見直し（有孔部）

ブロック形状は従来のまま固定値とし、有孔部形状に一定の幅を持たせる見
直しを実施。

これにより、現行のNo.4とNo.5が同じ条件となり、全11規格→全10規格へ。

No ﾌﾞﾛｯｸ厚 形状寸法(L×B×H) コンクリート打設 摘 要

有孔部:0.9×0.4 1カ所1 0.8ｍ 2.5×1.5×0.8 直接打設

有孔部:0.5×0.7 2カ所2 1.0ｍ 3.0×2.5×1.0 直接打設

有孔部:0.4×1.0 3カ所3 1.0ｍ 5.0×2.5×1.0 直接打設

有孔部:0.5×1.0 2カ所4 1.2ｍ 4.0×2.5×1.2 直接打設

5 1.2ｍ 4.0×2.5×1.2 直接打設 有孔部:0.7×0.8 2カ所

有孔部:0.5×1.0 2カ所6 1.4ｍ 5.0×2.5×1.4 直接打設

〃7 1.6ｍ 5.0×2.5×1.6 ﾎﾟﾝﾌﾟ車･ｸﾚｰﾝ打設

〃8 1.8ｍ 5.0×2.5×1.8 ﾎﾟﾝﾌﾟ車･ｸﾚｰﾝ打設

〃9 2.0ｍ 5.0×2.5×2.0 ﾎﾟﾝﾌﾟ車･ｸﾚｰﾝ打設

〃10 2.2ｍ 5.0×2.5×2.2 ﾎﾟﾝﾌﾟ車･ｸﾚｰﾝ打設

有孔部:0.5×1.2 2カ所11 2.7ｍ 4.0×3.0×2.7 ﾎﾟﾝﾌﾟ車･ｸﾚｰﾝ打設

No ﾌﾞﾛｯｸ厚 形状寸法(L×B×H) コンクリート打設 摘 要

有孔部:0.30～0.45㎡/カ所 1カ所1 0.8ｍ 2.5×1.5×0.8 直接打設

有孔部:0 30～0 45㎡/カ所 2カ所2 1 0ｍ 3 0×2 5×1 0 直接打設 有孔部:0.30 0.45㎡/カ所 2カ所2 1.0ｍ 3.0×2.5×1.0 直接打設

有孔部:0.35～0.50㎡/カ所 3カ所3 1.0ｍ 5.0×2.5×1.0 直接打設

有孔部:0.40～0.60㎡/カ所 2カ所4 1.2ｍ 4.0×2.5×1.2 直接打設

有孔部:0.50～0.75㎡/カ所 2カ所5 1.4ｍ 5.0×2.5×1.4 直接打設

〃6 1.6ｍ 5.0×2.5×1.6 ﾎﾟﾝﾌﾟ車･ｸﾚｰﾝ打設

〃7 1.8ｍ 5.0×2.5×1.8 ﾎﾟﾝﾌﾟ車･ｸﾚｰﾝ打設
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〃8 2.0ｍ 5.0×2.5×2.0 ﾎﾟﾝﾌﾟ車･ｸﾚｰﾝ打設

〃9 2.2ｍ 5.0×2.5×2.2 ﾎﾟﾝﾌﾟ車･ｸﾚｰﾝ打設

有孔部:0.48～0.72㎡/カ所 2カ所10 2.7ｍ 4.0×3.0×2.7 ﾎﾟﾝﾌﾟ車･ｸﾚｰﾝ打設



１．港湾工事における施工パッケージ型積算方式
（６） 透明性の確保（標準単価と補正式の公表）

標準単価、補正式等を国総研HPで公表。

これらを用い、各地区・時期の積算単価を算出することが可能。

≪補正式（イメージ）≫
分子の機材単価は 毎月変動 分子の市場単価は 四半期毎変動

H28.4 名古屋 積算単価

H27 4東京
H28.4名古屋材料単価 H28.4名古屋場単価H28.4名古屋機械単価

分子の機材単価は、毎月変動 分子の市場単価は、四半期毎変動

H27.4東京
標準単価

＋ Ｚ ×
名古屋材料単価

H27.4東京材料単価

名古屋場単価

H27.4東京市場単価
＝

Ｋ：標準単価に占める機械費の構成割合
標準単価 占める材料費 構成割合

Ｋ ×
名古屋機械単価

H27.4東京機械単価
× ＋Ｓ ×

Ｚ：標準単価に占める材料費の構成割合
Ｓ：標準単価に占める市場単価の構成割合

非公表公表（年１回）

分母の機材市場単価は、年度内固定

非公表公表（年１回）

補正式
H27.4東京地区の標準単価

積算単価
⇒補正式を用いて算出可能

標準単価における機材市構成比 機械・材料・市場単価
⇒物価資料等により公表されている
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１．港湾工事における施工パッケージ型積算方式
（７） 透明性の確保（標準単価の内訳）

◆施工パッケージごとに、標準単価、機労材構成比、代表機労材規格を公表。

L × B H

条件区分

標準単価

機労材構成比

ﾌﾞﾛｯｸﾀｲﾌﾟ

所要厚(m)

上段：ﾌﾞﾛｯｸ寸法 実質

量

(t)

ｺﾝｸﾘｰﾄ

打設方法
K

下段：有孔(面積(m2)･箇所) K1 K2 K3 R1
R Z

R2 R3 R4 Z4 S1
S

Z1 S4Z2 Z3 S2 S3

機械構成比率 材料構成比率 市場単価構成比率

標準単価

 2.5 ×  1.5  0.8

 (0.3) ～  (0.45)  (1)

3.0 × 2.5 1.0

0.8m 6.23 直接 70,493 4.04 4.04

直接 157,460 3.37 3.37

47.77 47.77 48.19 37.29 9.22 1.68

10.36 1.5142.97 31.1015.64 53.66 53.66

代表機労材規格の表記

（機械：１，材料：１，市場
単価 ３種類） (0.3) ～  (0.45)  (2)

5.0 ×  2.5 1.0

 (0.35) ～  (0.5)  (3)

1.0m

10.7625.99 直接 251,860 3.12 3.12 55.75 55.75 1.5741.13 28.80

単価：３種類）

型枠組立組外

[材工共 ｸﾚ ﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設[手

間のみ 直接打
底面工･ﾙｰﾌｨﾝ

R3 R4 Z1K1 K2 K3 R1 R2

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ

[油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ

ﾚﾃﾞｨﾐｸｽﾄｺﾝｸ

ﾘ ﾄ[高炉18

K R Z S

S1 S2 S3 S4Z2 Z3 Z4

代表機労材規格

備考

代表機労材規格

型枠組立組外

[材工共･ｸﾚｰﾝ

抜き]根固ﾌﾞﾛｯｸ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設[手

間のみ･直接打

設]根固ﾌﾞﾛｯｸ

底面工･ﾙｰﾌｨﾝ

ｸﾞ[材工共]

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ

[油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ

型]25t吊

ﾚﾃﾞｨﾐｸｽﾄｺﾝｸ

ﾘｰﾄ[高炉18-

8-25]

[材工共･ｸﾚｰﾝ

抜き]根固ﾌﾞﾛｯｸ

間のみ･直接打

設]根固ﾌﾞﾛｯｸ
ｸﾞ[材工共]

[油圧伸縮ｼ ﾌ

型]25t吊

ﾘｰﾄ[高炉18-

8-25]

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設[手

間のみ･直接打

設]根固ﾌﾞﾛｯｸ

底面工･ﾙｰﾌｨﾝ

ｸﾞ[材工共]

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ

[油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ

型]25t吊

ﾚﾃﾞｨﾐｸｽﾄｺﾝｸ

ﾘｰﾄ[高炉18-

8-25]

型枠組立組外

[材工共･ｸﾚｰﾝ

抜き]根固ﾌﾞﾛｯｸ
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１．港湾工事における施工パッケージ型積算方式
（８） 標準単価から積算単価への補正

施工パッケージ型積算方式で用いる標準単価（Ｐ）から積算単価（Ｐ´）への補正式は以
下のとおり。

＋
Ｚr

×
Ｚt'

×
Kt'
Kt

P' ＝ P ×
100
Kr≪ 補正式≫ 機械：１機種

材料：１規格

100 Ｓ1t 100 Ｓ3t Ｓ1r＋・・・＋Ｓ3r
＋

Ｓ3r
×

Ｓ3t'
×

Ｓr
＋

Ｓ1r
×

Ｓ1t'
＋ ・・・

＋
100

×
Ｚt

市場単価：３種類

＋
１００－Ｋr－Ｚr－Ｓr

１００

P’ ：積算単価（積算地区、積算年月）

P   ：標準単価（東京17区、基準年月）

Kr  ：標準単価における機械の構成比合計

Sr ：標準単価における全市場単価（S1～S3）の構成比

S1r～S3r   ：標準単価における代表市場単価（S1～S3）の構成比

S1t～S3t   ：市場単価Sの所与条件における単価

Kt  ：代表機械規格Kの単価（東京17区、基準年月）

Kt’：代表機械規格Kの単価（積算地区、積算年月）

Zr ：標準単価における材料の構成比合計

Zt ：代表材料規格Zの単価（東京17区 基準年月日）

（東京17区、基準年月）

S1t’～S3t’：市場単価Sの所与条件における単価

（積算地区、積算年月）

Zt ：代表材料規格Zの単価（東京17区、基準年月日）

Zt’：代表材料規格Zの単価（積算地区、積算年月） ※ 標準単価から積算単価への補正方法は、地域および時期の違い
による補正に加え、以下の補正が必要な場合もある。

・条件区分に定めのない規格により積算する場合
99



１．港湾工事における施工パッケージ型積算方式
（９） 積算単価の算出方法（計算例）

計算例 地域および時期の違いによる補正の計算例
【条 件】

・ブロック形状 5 0×2 5×2 2m 有孔部0 50～0 75m2 2カ所・ブロック形状 5.0×2.5×2.2m 有孔部0.50～0.75m2 2カ所
・条件区分 ｺﾝｸﾘｰﾄ打設 ： ｸﾚｰﾝ打設 ｸﾚｰﾝ機種規格 ： ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ25t吊
・標準単価 ： 559,040円
・H28.4における名古屋地区の単価を算出

表１ 根固ブロック製作の代表規格 構成比表１：根固ブロック製作の代表規格・構成比

規　　格 構成比(%) 東京(H27.4)(円) 名古屋(H28.4)(円)

 K 6.57 － －
K1 ﾗﾌﾀﾚｰﾝｸﾚｰﾝ[25t吊] 6.57 42,000 40,000

 R 対象なし － －

Z 56 25 － －

※H28 4の単価は 架空の単価である。

 Z 56.25 － －
Z1 ﾚﾃﾞｨﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ[高炉 18-8-25] 56.25 12,300 10,000

 S 37.18 － －

2,500
S3 ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ[材工共］ 0.71 350 350

S1 型枠組立組外[根固ﾌﾞﾛｯｸ、ｸﾚｰﾝ抜き] 25.61 3,100 3,000
S2 ｺﾝｸﾘｰﾄ打設[根固ﾌﾞﾛｯｸ、ｸﾚｰﾝ抜き] 10.86 2,400

※H28.4の単価は、架空の単価である。

P'(名古屋H28.4)＝

40,000
) ×

6.57

100 42,000 6.57

559,040

× (
6.57

×

×
56.25

100 12,300 56.25

＋ (
25.61

×
3,000

＋ (
56.25

×
10,000

)

×
350

)
100 3,100 100 2,400 100 350

＋
10.86

×
2,500

＋
0.71
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－ － －

＋ ＋

※積算単価は、有効桁数4桁、5桁目以降切り上げ

37.18 56.25 37.18

100
×

≒ 496,500 (円/個)

25.61 10.86 0.71
＋

100 6.57
＝ 496,400.8043



１．港湾工事における施工パッケージ型積算方式
（１０） 施工パッケージ単価の設定方法

設計・積算 入札 契代金内訳 完設変

【単価設定方法】

設計・積算 入札
約

代金内訳 完
成計更

代金内訳代金内訳応札者単価

施工パッケ ジ単価 実績ＤＢ

代金内訳代金内訳応札者単価

複数年の単価傾向

【実績DB収集方法】

施工パッケージ単価 実績ＤＢ

実態調査結果

◆港湾請負工事
・応札者単価→工事費内訳書
・落札者単価→請負代金内訳書

工事費内訳書

【実績DB収集方法】

工事費内訳書

★「請負代金内訳書」「工事費内訳書」について
・従 来 ： 根固ﾌﾞﾛｯｸ製作 の1ﾊﾟﾀｰﾝ提出
H26dより ①根固ﾌﾞﾛｯｸ製作（施工ﾊﾟｯｹ ｼﾞ分）・H26dより ： ①根固ﾌ ﾛｯｸ製作（施工ﾊ ｯｹｰｼ 分）

②根固ﾌﾞﾛｯｸ製作（積上分） の２ﾊﾟﾀｰﾝの提出
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１．港湾工事における施工パッケージ型積算方式
【参考】港湾工事における施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ型積算方式適用工種

土工

種別（ﾚﾍﾞﾙ3） 細別（ﾚﾍﾞﾙ4） 積算要素（ﾚﾍﾞﾙ6）

被覆・根固工

種別（ﾚﾍﾞﾙ3） 細別（ﾚﾍﾞﾙ4） 積算要素（ﾚﾍﾞﾙ6）

土工 掘削 施工パッケージ 掘削 1m3当り

土砂等運搬 施工パッケージ 土砂等運搬 1m3当り

整地 施工パッケージ 整地 1m3当り

路体（築堤）盛土 施工パッケージ 路体（築堤）盛土 1m3当り

路床盛土 施工パッケージ 路床盛土 1m3当り

根固ﾌﾞﾛｯｸ工 根固ブロック製作 施工パッケージ 根固ブロック製作 1個当り

枠組足場架払 鋼製枠組足場架払 100㎡当り

鉄筋加工組立 鉄筋加工組立 1,000㎏当り

吊鉄筋組立 吊鉄筋・吊バー 1本当り

吊鉄筋・吊バー組立 1 000㎏当り 路床盛土 施工パッケ ジ 路床盛土 1m3当り

押土（ルーズ） 施工パッケージ 押土（ルーズ） 1m3当り

積込（ルーズ） 施工パッケージ 積込（ルーズ） 1m3当り

人力積込 施工パッケージ 人力積込 1m3当り

作業土工 床掘り 施工パッケージ 床掘り 1m3当り

（床掘工） 基面整正 施工パ ケ ジ 基面整正 1 2当り

吊鉄筋・吊バー組立 1,000㎏当り

構造物撤去工

種別（ﾚﾍﾞﾙ3） 細別（ﾚﾍﾞﾙ4）

取壊し工 ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊し 構造物取壊し 構造物取壊し 10m3当り

積算要素（ﾚﾍﾞﾙ6）

（床掘工） 基面整正 施工パッケージ 基面整正 1m2当り

舗装版破砕積込

（小規模土工）

作業土工 埋戻し 施工パッケージ 埋戻し 1m3当り

（埋戻工） タンパ締固め 施工パッケージ タンパ締固め 1m3当り

施工パッケージ
舗装版破砕積込
（小規模土工）

1m2当り

施工パッケージ ｺﾝｸﾘｰﾄｶﾞﾗ運搬 1m3当り
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２．その他
（１）資料の入手先（平成２８年３月現在）

◆「標準単価」は国総研ホームページで公表しています。

◆施工パッケージ型積算方式標準単価表（Ｈ２８ ４適用）◆施工パッケージ型積算方式標準単価表（Ｈ２８．４適用）

【国総研ＨＰ】

国総研トップページ＞横須賀庁舎のページ＞研究所紹介（管理調整部）＞積算支援業務課＞施工パッケージ型積算

方式関連資料方式関連資料

http://www.ysk.nilim.go.jp/kakubu/kanri/sekisan/sekou.html

注）施工パッケージ基準において、「土工」および「構造物撤去工」に関する施工パッケージ単価等の掲載箇所は以下のとおり。

【国総研ＨＰ】

国総研トップページ＞各研究部のページ（総合技術政策）＞建設システム課＞研究テーマ・技術情報

＞施工パッケージ型積算の研究

http://www.nilim.go.jp/lab/pbg/theme/theme2/theme_sekop.htm
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